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オルガテック東京は、ドイツ・ケルンで隔年に開催されている世界最大規模のオフィス専門の展示会”ケルン
国際オフィス家具専門見本市”の関連イベントです。

ドイツで70年以上の歴史を誇るオルガテックが、初めて国外で展開されたのがオルガテック東京2022。

第2回目となるオルガテック東京2023は4月26日から28日まで東京ビックサイトで開催され、世界中から127
社が出展し、3日間で26,000人以上が来場しました。

オルガテック東京とは？



オルガテック東京2023の各社ブースを見渡す中で、目立った傾
向として次の2つが挙げられます。

◯サステナブル：国産材、再生素材、環境負荷の低い素材、
再生可能な製品

◯新様式：アフターコロナの働き方に向けてコミュニケーシ
ョンスペースの充実、来たくなるオフィス構築、多様な働き方
に対応するオフィスづくり

従来のオフィス家具はデスクとチェアを従業員の人数分だけオ
フィススペースに配置することを前提に、手に入りやすい安価
な量産素材を使用したシンプルなデザインの製品が主流でした。

サステナブルな素材の製品やコミュニケーションスペース向けの家具は、海外メーカーから発表されていたものの、国内メーカーでは展示
会やPR向けのコンセプチュアルプロダクトに見られる程度で、実際のオフィスでは価格競争力のある汎用性の高い製品が採用されてきた
実情があります。

しかし、コロナ禍で日本にもテレワークの波が押し寄せ、多くのビジネスパーソンがオフィスでなくとも働けるようになり、企業は従業員
にオフィスへ来てもらうための意義を問われるようになりました。
また、SDGsへの関心の高まりから、オフィス構築をCSR（企業が組織活動を行うにあたって担う社会的責任）の一環と捉え、価格一辺倒
ではない環境を意識した製品を採用する企業が増えてきています。

これらの課題に応えるべく、各オフィス家具メーカーは今までにない製品を開発し、オルガテック東京で大々的に発表していたことが伺え
ます。

オフィス家具、屋内外家具、エ
クステリア、ブース、什器 etc..

コンセプト、
サステナブルシステム etc..

床材、素材、音響、照明、会議
設備 etc..

ICT、アプリ、システム、
サービス etc..

ドイツではじまったオルガテックは家具を中心とした展示会でしたが、今では家具だけでなく、オフィス空間を
構成する素材からサービスまで包括的な製品が揃うようになりました。
その流れはオルガテック東京にも及び、展示会場では最新オフィス家具に加えて、音響機器や床材、勤務管理を容
易にするサービスまで、幅広いジャンルの製品が一度に見ることができる機会となっています。

今年のトレンドは「サステナブル」と「新様式」  
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展示されるワークプレイスのカテゴリ 



各ブースで取材を進めると、ほとんどの企業で「多くの案件でサステナブルは必ず求められるキーワードであり、SDGsや環境配慮に対応
した製品はマストである」という声が聞かれました。

サステナブルへの関心の高まりに応えるために、オフィス構築においても環境負荷の低い素材を積極的に活用する企業が増えています。

オカムラのブースでは、廃漁網からできた素材”Re:net”を使用したチェアや、3Dプリンタを活用し材料や消費電力を抑えた”Up-Ring”など
がサステナブルなプロダクトとして展示されていました。
今まで、生産性を重視した素材が広く用いられていたオフィス家具は、大きな変化の時を迎えているようです。

今注目の「国産材」が国内メーカーにも波及?

イトーキの国産天然無垢材を活用したやぐ
らシステムや、国産材にフィーチャーした
石巻工房 by karimokuのビビッドな色合い
のデスクは、木材に感性をプラスすること
で、無機質なオフィス家具のイメージを一
新してくれるでしょう。

国産材の産地にこだわるメーカーが増えて
おり、プラスでは九州産のセンダンと呼ば
れる成長の早い木材を製品に採用。環境面
での持続可能性も追求しています。

カンディハウスは北海道産タモ材に独自の
接ぎ木技術を用いることで、細くて短い国
産材特有の課題を解決し、会議用の長テー
ブルにも応用できる工夫がなされていま
す。

飛騨産業では地域の杉材を活用したベン
チ”stripe”を展示することで、企業や団体
が日本各地のゆかりのある地域の素材を使
うことができる実例を示しました。

グローバルで広がる再生素材の活用

サステナブルへの意識が高い海外メーカー
の中でも、ドイツのウィルクハーンは業界
を牽引する存在で、”ヨンダ チェア”は約
45%～70%にリサイクル素材を使用し、使
用後も解体してほとんどの材を再生するこ
とが可能という徹底ぶり。

オカムラでは主力製品の”コンテッサ セコ
ンダ”の座面クッションに、再利用可能な
ポリエチレン製クッションを採用したり、
プラスでは”Rena”に植物由来のバイオマス
生地を使用したりと、タスクチェアは効率
重視からサステナブルへとトレンドが変化
しています。

川島織物セルコンでは廃材を再利用するシ
ステム”e-RECYCLED”のタイルカーペット
を展開し、世界最大のカーペットメーカー
Shaw Contractでは100％リサイクル可能
な”Eco Solution Q”を訴求。

床材に使われる天然素材、リノリウムを突
板に使用したアスプルンドのデスクが発表
されるなど、各社とも、名実ともにサステ
ナブル素材への本気度を感じさせる展示と
なっていました。

サステナブルな素材も多様化 



出社したくなるオフィスを想像する工夫

コロナ禍でテレワークやノマドワークが普及したことで、オフィス
は効率的に働く場所から、別の意味を持つスペースへと変わろうと
しています。

オンラインを中心とした働き方で浮き彫りになったのが「人と人の
接点でしか、イノベーションは生み出せない」ということ。

決められた課題をこなす分にはテレワークでも十分ですが、今まで
にないアイディアを思いついたり、煮詰まった時のブレイクスルー
は人と人の会話で発生することが多く、変化を求められる時代には
個の作業だけでは対応できないことも課題となっています。

さまざまな企業の経営層はこの認識に至り、オフィスに従業員を戻
すためにあらゆる手段を講じて執務スペースの改変に動いていま
す。

自然と人が集まるスペースを演出

くろがね工作所のテント型のブースパーテ
ーションは、間仕切りよりもよりクローズ
ドな雰囲気でミーティングができるアイテ
ム。ちょっとした場所に設置できるので、
コンパクトなオフィスでも活用できそうで
す。

会場でも一際目をひいたニチエスの”DED
ON ネストレスト ラウンジャー”は、しず
く型のカゴを吊り下げたような製品。屋外
でも使用可能な素材を採用しているので、
屋上庭園やバルコニーをミーティングスペ
ースに変えてくれます。

ライオン事務器のアウトドアライクな”ス
コーグ”シリーズのロッキングチェアとパ
ネルが置かれたコーナーは、オフィスをコ
ミュニケーションの場と捉え、効率重視か
ら働く人がわざわざ来たくなるような居心
地の良い空間へ。

グリーンが効果的に配置されたワークスペ
ースを提案したアスプルンドの展示ブース
は、まるで自然の中にいるようでリフレッ
シュできそうな雰囲気。ナチュラルカラー
の家具も空間にマッチしています。

オフィスの可変性を可能にするプロダクト

オカムラの”ライブス ポストビーム”は、建
築工事を伴わない簡易施工で組み立て可能
なフレームに、ディスプレイやホワイトボ
ードを組み込んだパネルを設置し、会議の
目的に応じて容易に移動できるフレームシ
ステムを提案。

同じくオカムラの持ち運びができるポータ
ブルバッテリー「OC」。移動式製品のネ
ックになっていた電源供給問題を解決しま
す。

リビング・モティーフのブースではスウェ
ーデン発のリンテックスによる可動式パネ
ル”モバイルライティングボード”が展示さ
れていました。ゆるく開かれた空間に機能
性を付加した間仕切りでスペースを都度つ
くっていくスタイルは参考にしたいアイデ
ィア。

ワークスペースに柔軟性を求めるなら、テ
セラのモジュラーファニチャーがぴった
り。共通のフレームを使用することで、事
業の拡大や環境要因による在勤の縮小など
があっても、状況にあわせて簡単に執務ス
ペースを増減させることができます。

多様な会議スタイルに対応する製品

ライオン事務器の ”デリカブース ”（写
真）。除菌LEDダウンライトを組み込むこ
とで、密閉空間に対する心理的ハードルを
下げる工夫を施した新製品が登場。

関家具からは、遮音性・吸音性にすぐれた
”KOLO”と”Mill i”がフルラインアップで展
示。さらに、ウッディーな内装にも馴染む
、国産木材を多用した新シリーズ”FOCUS
”がラインアップに加わっていました。

内田洋行の「新ハイブリッド会議室」（※
写真）は、複雑な会議用機器をワンタッチ
で準備できるICTシステムを活用すること
で、役員会議のようなフォーマルさが求め
られる場面でも違和感なく対応できる設え
になっています。

イトーキの”サウンドパラソル”はミーティ
ングテーブルに取り付けられたスピーカー
から限られたスペースに音を広げること
で、音声を周囲に漏らさずにウェブ会議を
実施可能。



ここからはオルガテック東京2023に集まった127社の中から、特に印象に残ったブースを紹介します。
どのブースでも製品をレイアウトするだけではなく、コンセプトやメッセージを強く打ち出して差別化を図る動きが見受け
られました。
また、展示会という性質上、ブースに仮設で什器を設営して会期終了後は廃棄となるケースが多く、サステナブルをテーマ
にしながらも、展示会への出展そのものが持続可能な取り組みになっていないというジレンマがありました。
このことに着目した一部の企業では、展示で使用した素材のリサイクルに着手したり、展示内容にサステナビリティへの取
り組みをレポートしているブースもいくつか見られました。
展示会は製品単体を見せる場所から、企業の姿勢や取り組みを見せる場所へと変わってきているようです。

KOKUYOのともにつくるオフィス

ベストプレゼンテーションAWARDを受賞したコクヨのブースは「いっし
ょにつくろう。」をコンセプトに、既製品の展示を極力省き、アイディ
アソースとなるモックアップや制作過程を見せる展示となっていまし
た。また、実際の体験を通して家具作りの工程を身近に感じることがで
きるワークショップも実施。常にワークショップ参加の来客者で賑わっ
ていました。オフィス構築は空間に既製品を並べるものではなく、クラ
イアントのニーズやなりたい姿にあわせて、メーカーとクライアントが
一緒に創り上げていくものだという価値観を提案したことが、高い評価
につながりました。
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製品の裏側を魅せる住商インテリアインターナショナル

ベストプレゼンテーションアワードで準グランプリを受賞した住商インテ
リアインターナショナルは、視覚的にサステナビリティに対する取り組み
を見せる展示で目を引きました。
カーペットがめくれ上がった部分に再生素材や使用後のリサイクルをイメ
ージさせるマテリアルを配置。環境や持続可能性といった目に見えない要
素を、デザインを工夫することでコンセプトをうまく伝え、自然と製品や
ブランドへの理解を深めることができた実例といえます。

#アワード #ShawCntract#受賞ブース #AndreuWorld #住商インテリアインターナショナル #サステナブル #SDGs

キッチンをオフィスの中心にする by interiors

オフィスは作業場からコミュニケーションスペースへ、とい
う大きな潮流にある中で、より斬新な切り口で提案を行って
いたのがby interiorsのブース。オフィス用としての最小限の
シンクや冷蔵庫をボックス内に集約し、作業スペースにはエ
スプレッソマシーンやマグカップが置かれたキッチンを中心
にオフィスレイアウトを提案しています。オフィスにおける
バックヤード的な役割だったキッチンを、空間の中心に備え
るという切り口は新しい働き方にフィットするアイディアか
もしれません。
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#アワード #KOKUY#受賞ブース #コクヨ #ワークショップ #共創型オフィスソリューション
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#アワード #バイインテリアズ#受賞ブース #byinteriors #オープンキッチン #コミュニケーションスペース

ソーシャルインテリアが注目する受賞ブース3選



#デザイン家具 #ノル#デザイナーズオフィス家具 #Knoll #マークニューソン #ニューソンタスク

伝説的デザイナー、マーク・ニューソンのタスクチェア

プロダクトデザインのスーパースターとも言われるマーク・ニューソンが、
らしさを全開にしたタスクチェアがKnollから発表されました。
日本に4脚しか存在しない”ニューソン タスク”チェアが、全てオルガテック
東京に集結。
座面と背面が接しない独特の構造と、オーガニックなラインが特徴的な一台
です。
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#デザイン家具 #ザハハディド#デザイナーズオフィス家具 #カリモク家具

ザハ・ハディドが生み出す曲線が美しい メタリックな木製チェア

ダイナミックな曲線を生かしたデザインが特徴的なザハ・ハディドのエッセンス
と、木製家具のパイオニアとして高い技術力を誇るカリモク家具がコラボレー
ションした”SEYUN Chair”。座面、背面、脚部を複雑に組み合わせながら、デ
ザインと強度を保っていて、ひと目見た時に「木材なのか金属なのか？どこが
どうなっているのか？」という疑問が次々と湧いてきます。国産材にこだわり
ながらも、製品としての仕上がりはまるで金属製品を思わせるメタリックな質
感で、どこを切り取っても意外性に富んだ一脚です。
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意表を突くデザインはフィリップ・スタルクにお任せ

Andrew Worldでサステナブルな製品を発表し続けてきたフィリップ・スタ
ルクですが、今回”Adela Rex”と”Solo Chair”という木製チェアを展示するこ
とで、木材の新たな可能性を打ち出しています。特に”Adela Rex”は100％木
材をコンセプトに、ネジや金具を使わずに3つのパーツを組み合わせる画期
的な構造。直線的で素朴さが特徴だった木材が、合板や成形といった加工技
術が進化したことで、デザイナーの感性とサステナビリティを両立する素材
に昇華したことが見て伺えました。

03 #デザイン家具 #フィリップスタルク#デザイナーズオフィス家具 #AndrewWorld

ここまではオフィス構築のトレンドやブースのコンセプトについて紹介してきましたが、最後に注目したい商品3選を紹介し
ます。
ホームユースでは有名デザイナーの手掛ける傑作家具がもてはやされてきました。
しかし、オフィス家具は質実剛健なイメージがあり、デザイナーの名前が前面に出るプロダクトが表舞台に躍り出る機会は
多くありませんでした。
世界的にも著名なデザイナーの家具は「あの人のデザインなら、一度は座ってみたい」と思わせてくれることもあり、昨今
のオフィス回帰を促すきっかけとして、さまざまな企業で活用され始めています。

デザインが際立つ製品3選



ここまでオルガテック東京2023で見られた特徴的な項目について紹介してきました。
これからのオフィス構築に求められる要素を整理すると、次のような傾向が見て取れます。

オルガテック東京は半歩先の 
オフィスを構築するアイディアの宝庫

株式会社ソーシャルインテリア
〒156-0056 東京都港区北青山 2-14-4 the ARGYLE aoyama 6F e-mail ｜ is@socialinterior.com 
TEL｜ 03-6417-0465 URL　 ｜https://socialinterior.com/

お気軽にお問い合わせください

オフィスはCSR（企業が組織活動を行うにあたって担う社会的責任）を実践する場所
サステナビリティは必須項目になりつつある
木材を多用した空間がトレンドに
日本の国産材は今注目の素材
再生素材はあらゆるマテリアルへと波及
オフィスは作業場からコミュニケーションの場へ
来たくなるオフィスをあえてつくる工夫
変化に対応できるフレキシブルなオフィス
ハイブリッド会議に対応する最新ツールの活用

これらの項目を全て汲むのではなく、自社のオフィスに必要な要素をピックアップして、最適なプロダクトやサービスを
採用することが求められるでしょう。

ソーシャルインテリアではオルガテック東京をはじめとして、各メーカーと密に情報交換を行うことでオフィスインテリ
アの最新トレンドや商品情報を常に収集しています。

既存のオフィスが抱える問題を、スペースプランニングという視点から提案できるデザイナーが常駐し、企業の課題や希
望をもとにレイアウトの段階から企画。

単なる製品の手配ではなく、各オフィスに最適なソリューションを提案することが可能です。
今回ご紹介した製品をオフィスに採用してみたいとお考えの方は、お気軽にソーシャルインテリアまでご相談ください。

mailto:is@socialinterior.com

